
	 - 1 -

ＮＰＯ法人

第 92 号
2026 年

（夏）草の根の相互理解と多文化共生によるアジアおよび世界平和への貢献　

　快晴に恵まれた５月９日、春のＩメイト交流会を九段教会集
会所で開催しました。正・家族・賛助・学生の各会員とその友
人に加え、関西から留学生４人が加わり、参加者は総勢 43人に
なりました。
　今回の交流会はゲームを通して会員同士のコミュニケーショ
ンを図る目的で、難波美慧さん、ド・フォン・アインさんが「文
化交流」をテーマに日本独特の文化・風習を問題にしたゲーム
を用意し、チーム対抗戦で楽しみました。
　まず「イラスト伝言ゲーム」では「寿司」、「コンビニ」など

のお題のイラ
ストに、各グ
ループ先頭者
は覚えたイラ
ス ト を 描 き、
次に伝えてい
きます。絵で

表現するのは難しく、最後に互い
の絵を見比べて、「そうだったの
か！」と盛り上がりました。次の
「当てっこゲーム」は、各チームが
質問しながら正解を推理します。
「桜」、「自動販売機」、「義理チョコ」
という日本人には身近な題でも、
正解にたどり着くのが難しく、チームで話し合ってコミュニケー
ションを取り、答えを探りました。最後にホアン・アインさん
と友人が「桜」についての思い出を紹介しました。
　ちらし寿司のお弁当と季節の柏餅の昼食後、横山茂明さんの
アテンドで九段下から最高裁判所、国会議事堂、桜田門、二重
橋まで所々で説明を聞きながら散策しました。二重橋の前では
その由来についての解説に皆さん納得していました。最後に二
重橋を背景に集合写真を撮り解散しました。
	 	 	 　　　　　 （理事　　川口　祐子）

春の東日本Ｉメイト交流会

交流会と皇居周辺の散策
　初めてアジアの新しい風の交流会および皇居周辺の散歩に参加
させていただき、とても印象深く、忘れられ
ない経験となりました。
　交流会では、初めてお会いした先輩や先生
方とお話しする中で、皆さまからの温かいお
気遣いや、優しい励ましを感じることができ、
大変印象に残りました。短い時間ではありま
したが、言葉でのやり取りだけでなく、全体
の雰囲気からも多くのことを学ぶことができました。 
　その後の皇居周辺の散策では、東京の中心とは思えないほど静
かで落ち着いた環境の中で、歴史の重みを感じることができまし
た。特に、石造りの城壁や水の流れを眺めながら歩く時間は、自
然と気持ちが落ち着き、とても心地よいものでした。このような
貴重な機会をいただき、心より感謝申し上げます。次回の交流会
にもぜひ参加させていただきたいと思っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　（学生会員　　羅　永科）

東日本交流会に参加
　快晴の空の下、東京メトロの九段下駅から会場の九段教会を目
指しました。集会室で 6グループに分かれて着
席後、交流会は留学中の学生達による自己紹介
で開始。外国語である日本語が共通言語になっ
ている素晴らしさを感じました。
　会場全体が盛り上がったのはグループ対抗の
ゲームです。元Ｉメイト学生の難波美慧さんが
司会を務めて伝言ゲームと物あてクイズに挑戦
しました。その後はランチタイムです。私のグループは元Ｉメイ
ト学生のチャン・マイ・フォンさんのご家族も一緒で、配られた
お弁当と柏餅を食べながらの歓談は楽しかったです。
　昼食後は皇居周辺の街歩きで、ガイド役の方と新緑の美しい千
鳥ヶ淵などを巡って二重橋付近で解散しました。私のＩメイトが
来日したらこのような交流会に一緒に参加したいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　（正会員　　谷口　由紀子）

今年も東日本交流会に参加
　今年で、日本でのアジ風 5月交流会への参加は 2回目でした。　
　去年と同じように、みんなで話したりゲームをしたりして、あ
っという間に時間が過ぎるくらい楽しかったです。久しぶりに会
えた方もいて、安心するような、温かい気持ちになりました。
　今回は皇居周辺も散策して、裁判所や二重橋などについて紹介
していただきました。普段なんとなく通り過ぎる場所でも、説明

を聞くと「そうなんだ」と思うことが多く、
普通の観光とはまた違った面白さがありまし
た。歩きながら色々な話を聞けたので、日本
についての知識がさらに増えた気がします。
　交流会は楽しいだけでなく、毎回「来てよ
かったな」と思える時間だなと改めて感じま
した。今年もありがとうございました。　	 	
	 　（賛助会員　　ホアン・アイン）

	 3 月	 清華大学コーディネータが、河野美希さんから横山茂明さんに交代
	 4 月～ 5月	 Ｉメイト交流実態調査実施 --7 月 12日のＩメイト交流交歓会で共有
	 5 月	 岩手県大槌町へお見舞い金を寄付（¥234,000）
	 5/16	 第 1回歌おう会
	 5/24 ＆ 31	 就活セミナー（出前講座）
	 5/20 ～ 6/20	 会員増加キャンペーン　（7名入会申し込み）
	 6 月　	 アジ風奨学基金寄付募集
	 6/5　	 タークロン市訪問団交流会（昨年のタマサート大学訪問時に交流）
	 6/21 　	 タマサート大学おしゃべりの場

事務局インフォメーション 　　　　　　
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　今年の出前講座は 5月 24 日と 31 日に、正会員の中本寧さんを講師に、ＩメイトOBのホアン・アインさん、ライ・ティ・ジュエ
ンさんと中本さんの仕事仲間 4名、事務局から３名の協力で開催されました。参加学生は少なめでしたが、日本企業への就職を真剣に
考えている人たちで、とても丁寧な面接指導に、参加した学生たちも得るものが多かったと思われます。　（理事　　奥山　寿子）
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異文化理解を活かし社会貢献を目指したい
　私は、この NPO の第 1回奨学生としてご支援をいただき、日
本で修士課程を修了しました。改めて、当
時支えてくださった皆様に心より感謝申し
上げます。
　学生時代の私は、「日本とタイをつなぐ架
け橋になりたい」という思いを抱いていま
した。広島を訪れた経験から、平和の尊さ
について深く考えるようになり、言葉や文
化を教えることを通して、互いを理解する人を増やすことが、平
和につながるのではないかと考えるようになりました。
　修了後は、人生の答えを探すため、フリーランスとしてさまざ
まな仕事や活動に挑戦してきました。何が自分の強みなのか、何
をしているときに心にやりがいを感じるのか、そしてどのように
社会のために活かせるのかを考え続ける日々でした。その中で、
多くの出会いや学びに恵まれる一方、一人の力で社会に与えられ
る影響には限界があることも実感しました。
　そこで現在は、大手企業の一員として働いています。その会社
はエンターテインメント事業を中心としながらも、教育支援や子
育て支援、地域社会への貢献、災害支援など、さまざまな形で社
会と関わっています。私はその環境の中で、自分が培ってきた語
学力や異文化理解を活かしながら、そのような大きな力の一部と
して社会に貢献することを目指しています。もちろん、私自身も
心身の不調や時間管理などの課題を抱えています。思うように進

めないこともありますが、一歩ずつ改善を重ねながら、自分にで
きることを増やしていきたいと思っています。
　学生時代から、NPOで活動されている皆様の姿は私の憧れでし
た。社会や人のために行動し続けるその姿勢に励まされてきまし
た。私は微力ではありますが、これからも社会とともに成長しな
がら、人と人をつなぎ、平和でより良い未来に少しでも貢献でき
るよう努力していきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
	 	 	 	 　　（賛助会員　　仲村クスマー）

大学院卒業おめでとう
　アジ風第７回奨学生のレー・ゴック・トゥイさんは、３月 26日、
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科を優秀な成績で卒業されま
した。彼女の研究テーマは「日本で働くベトナム人女性高度人材
の昇進の過程を明らかにすること」でした。貿易大学卒業後、日
本企業での実務５年を経て大学
院で学んだ彼女の研究は深いも
のがあり、高度専門知識を持つ
日本人女性にも相通ずるテーマ
が浮き彫りにされていました。
　トゥイさんは勉強やバイトに
いつも忙しくしていましたが、
卒業式にはベトナムからお祝いに駆け付けたお母様と弟さん一家
に囲まれて、とても晴れやかな溢れる笑顔が印象的でした。卒業
後は母国に戻り、IT 企業のプロジェクトマネージャーとして活躍
を開始しました。これからずっとベトナムと日本の強い絆を育ん
でくださると信じています。　　　  （理事　　古海　正子）

今年の出前講座は就活セミナー

アジ風奨学生リポート

出前講座開催報告
　今回２週連続で開催しました出前講座「日本で働く」はパ
ジャジャラン大学、ハノイ貿易大学そして今回はハノイ工科
大学の3校から参加者がありました。5
月24日の第１回目は14人が参加し「日
本の就活の特徴及びエントリーシートの
書き方」について一緒に学びました。5
月 31日の 2回目は7人が参加、前回の
内容を踏まえて「日本の就活面接体験」
を行いました。
　さてみなさんは日本の就職活動で必須の ”ガクチカ ”とい
う言葉をご存知でしょうか？これは ”学生時代に力をいれた
こと ”の略で就活面接では必ず質問されます。留学生や海外
で日本語を学ぶ学生にとってはなぜこの ”ガクチカ ”につい
て聞かれるのかは分かりにくいものです。
　日本は欧米で一般的なジョブ型ではなく、メンバーシップ
型です。新卒社員には即戦力となるような資格やスキルは特
別求めませんが、一緒に働くメンバーとして同じ方向を向い
ているかどうかを大切にします。それを確認するために面接
で ”ガクチカ “を聞くわけですが、この点を理解してもらい
たいと思い今回のプログラムを用意しました。
　エントリーシートの作成には日本人会員が協力して下さり、
学生は対話を通して日本的な就活を理解することができたと
思います。ぜひぜひ日本で活躍してくれる学生が増えること
を期待したいと思います！全力で応援します＼ (^o^) ／　	
　　　　　　　　　　　　　　　( 正会員　　中本　寧）

日本の就活について学んだこと
　私は日本で働く環境や就職活動をある程度理解していると思って
いましたが、今回アジ風の「就職活動セミナー」
に参加して、日本の就職活動おけるエントリシー
トが履歴書とは異なり、自分の考えや希望を伝え
るためのものであることを初めて知りました。ま
た、１対１の模擬面接を通じて自分の長所や改善
すべき点についても気づくことができました。
　日本に留学した時にアジ風にご支援をいただき
ました。また、セミナーに参加して今後の就職活動にも大いに参考
になりました。アジ風の皆様に心より感謝を申し上げます。
　       （貿易大学 4年生　グエン・リン・ホア
	           　                            Ｉメイトは児玉　久美子さん）

手が届く距離になった日本で働く夢
　出前講座・就活セミナーの一番良かったのは日本
側と外国側の視点が見られるところでした。日本側
からは中本さんのプレゼンテーションが情報豊富
でわかりやすく、またスタッフの方々との対面模擬
面接で練習する機会もありました。OBの方による
Q&A では、身近な話題だけではなく、直接日本の
就職活動の経験者に質問できたことで、日本で働く
という夢が急に手が届く距離になったと感じられました。最初に参
加する時は緊張するかもしれませんが、みんな優しいので、是非次
の機会に参加してみてください。
   （パジャジャラン大学４年生　ハムザー ハサン イッズル イスラム
　　　　　　　　　　　　　　　　   　Ｉメイトは安川　一さん）



	 	 	 	 　横山　茂明さん
　　横山さんは昭和 23年神戸で生まれました。高校から大学ま
ではキリスト教系の学校にエスカレーターで進みました。大学で
は経済学部で貿易関係に興味を持って学び、夜は英語学校でいつ
かアメリカで働いてみたいという夢を持って熱心に勉強しました。
　中学高校時代は「西部開拓史」や「アラビアのロレンス」など
の作品が大スクリーンのシネマスコープで次々と上映され、夢中
になって三宮の映画館に観に行きました。音楽では「砂に書いた
ラブレター」のパット・ブーン、「ダイアナ」のポール・アンカ
などのアメリカン・ポップスが流行し、その後エルビス・プレス
リーがロック・ミュージックの扉を開き、ビートルズが世界を変
えた時代でした。横山さん達の団塊の世代と共に時代が大きく動
いて行ったのです。
　大学卒業後名古屋の航空機宇宙機器メーカーに就職し、70 年
代末から 4年間テキサスに駐在してビジネスジェットの製造販売

に従事されました。小型の機体に強力なター
ボプロップエンジンを搭載したMU-2 はアメ
リカで大変な人気機種となりました。ニック
ネームの Ziggy はその頃の現地スタッフがつ
けてくれたのだそうです。
　退職するまでの人生は全てアメリカ一色で
したが、退職後はアジア旅行を経てアジアの
人々や文化に親近感を覚えるようになりました。今も全国通訳案
内士として毎週外国人観光客を案内し、外国人が日本への理解を
深めるお手伝いをされています。海外旅行も大好きで特にインド
とフランスに多く行かれました。
　大学の同窓会でアジ風の奥山寿子副理事長に巡り合って、その
活動の話を聞いて共感し、2022 年秋に入会されました。本年 4
月以降はＩメイト交流コーディネータ―（清華大学担当）の他に
街歩き会の世話人も引き受けて下さり、アジ風の活動の大事なメ
インエンジンとして大活躍されています。
　　　　　　　　　　　　　　 インタビュアー：園田成和

　荒木春洋さん（正会員）は、韓国語による原著『日本保守政治
の農村社会的起源』を日本語へ翻訳し、このたび出版されました。
この本は 448 ページにもわたる学術書で、よほどの関心がない
と読みこなせないほど難しそうな本ですが、韓国人研究者が、日
本の農協や政権党による農業政策をどのように分析し、警告や提
言を行っているかが素人にも分かります。なぜ荒木さんがこの本
を翻訳しようとされたのか、伺いました。 （名誉顧問　 上　高子）

Q:アジ風へ入会されたのは 2012 年ですが、2年後に韓国へ語学
留学されて驚きました。アジ風では、韓国人学生と交流されたかっ
たのではないのですか？
A:いいえ、「多文化共生」という趣旨に共鳴して入会しました。
韓国語だけでなくベトナム語も学んだ経験があります。最初のＩ
メイト（貿易大生）がスピーチコンテストで優勝し、日本へ招待
されたとき、我が家でホームステイして以来、Ｉメイト交流は楽
しみのひとつになっています。
Q:退職後 63歳で韓国トップ３の延世大学に留学され、さぞご苦

労があったでしょうね。
A:はい、試験が厳しいこ
とでも有名な語学堂なの
で、延世大講師の全芝仁
女史に家庭教師を依頼し
ました。帰国前の送別会
で、全先生の夫であり、
著者・李香哲氏からこの
本を贈呈されたのが今回
の翻訳・出版のきっかけ
です。出版に至るまで 10年かかってしまいましたが、昨今の「コ
メと農業」問題にも貴重な一石を投じる力作だと思います。
Q:奥様の民子さんも家族会員で、アジ風の活動を応援してくだ
さっています。
A:熊本大地震とコロナ禍など困難な日々のあったこの 10 年間、
傍らにいて見守り、的確な助言と勇気を与え励ましてくれたこと
に心から感謝しています。	 　 （聞き手　 上　高子）
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年齢の違いを越えて友達になれる場所
　おしゃべりの場はとても楽しかったです。日本語の練習ができ

るだけでなく、年齢の違う日本人と友達にな
れる場所でもあります。いろいろなことを話
したり、世代が違うことで視点や経験の違い
を知ったりできるのも楽しいです。例えば、
6月 21 日のおしゃべりの場ではスマホにつ
いて話しました。日本人の高齢者と学生であ

る私たちではスマホの使い方が違うことやスマホがまだなかった
時代の話を聞くことができて、とても面白かったです。 
　また、日本人の皆さんはとても親切で、わからないことがあれ
ば丁寧に説明してくれました。そのため、リラックスして気軽に
話すことができました。 
（タマサート大学２年生、ピチャモンスワット・ウィリアポン　　　	
　　　　　　　　　　　　　　　Ｉメイトは古畑　仁一 さん）

会 員 紹 介

忘れられない郷、岩手県大槌町　　～山林火災見舞に、 29 名の会員から 23 万４千円の寄付金～
　15年前の東日本大震災で知ることになったこの郷は、アジ風が災害ボランティアを始めるきっかけとなりました。私たちの支援
の特徴は、留学生たちの日本人観「災害時に結束して行動し、自我を前面に出す人が少ない」などを顕在させることができたことで
した。今回の山火事でも、募金に日ごろは余り反応のない当時の会員のみならず、元留学生、新人会員からも標記の寄付金が集まり、
大槌町長からは懇篤なお礼状が届きました。このことを通じて感じたことは、「困っている人に手を差し伸べたい」という社会貢献
の気持ちが、昨今のすさんだ世においても脈々と生きているありがたさです。皆さんのご厚情に心から御礼を申し上げます。
　＊（P1の事務局インフォーメーションに掲載）	 	 	 	 	 	 　  ( 名誉顧問　　上　高子）

　３月のおしゃべりの場から３か月、今年第２回目のタマサート大学おしゃべりの場を６月 21日の夜に開催しました。17名の参加
予定でしたが、急用などで当日は 13名の３グループで開催し、グループ内の人数は少なくなりましたが、たっぷりと１時間、いろ
いろな話題に花が咲きました。学生は夏休みに入り、10月からの留学の準備に忙しい人や、来年留学予定でN1チャレンジに猛勉強
中の人は小説も書き始めたとのこと。皆さん明日に向かって、まい進中です。小説家を目ざす学生さんはまず母国語で、その後日本
語で出版したい！と夢は大きく広がります。２人の日本への留学を楽しみに待っています。　　　　（担当理事　　古海　正子）

タマサート大学おしゃべりの場　６月 21日

会員の翻訳書紹介

〈延世大学韓国語学堂の
クラスメイトと荒木さん（右端）〉



山歩きの会
　会員同士の交流と親睦を図ることを目的に、2018 年より春と秋の年２回、山歩き活動を実施しており、今回で 15回目を迎えました。
参加者は会員と留学生、元メイトなどで毎回 15～ 20 名ほど。奥多摩や高尾山系、奥武蔵、奥秩父、山梨方面を歩き、四季の移ろいと
自然とのふれあいを楽しんでいます。山道を進む静かな時間、山頂からの眺望、清流沿いの渓谷歩きなど、日常生活とは異なる時間と
自然の息づかいを味わえるのが魅力です。
　下山後は時に温泉で汗を流し、その後の軽い会食で参加者同士のつながりを深めています。　　　　　　（正会員　　奥山　正昭）

国際色豊かな第 1回「歌おう会」
　幹事として立ち上げに関わったが、林孝男氏の周到な準備と上
高子さんと金井優佳さんの協力もあり、まずまず
の滑り出しだったかと思います。正会員に較べて
OBOG の参加がやや少なかったのが課題で、次
回はさらに宣伝や働きかけをしたいと考えていま
す。 
　今回は先ず自己紹介と近況報告の後に会員の友
人のアーロンさんとOGのド・フォン・アインさんの日本での経験
談や意見交換があり、カラオケもベトナムや中国の曲、洋楽もあ
って国際色豊かになりました。
　また、日時の設定とお知らせがやや遅くなり、参加出来なかっ
た方々もおられたようなので、次回は 8月 29日（土）午後、世田
谷線松陰神社駅近くの「ハーツ＆ハーツ」の予定をお知らせして
おきます。　　　　　　　　　　　　（正会員　　鈴木　一美）

一緒に歌えて楽しかった「歌おう会」
　実は私は、大勢で行くよりも、自分のペースで
たくさんの曲を歌える一人カラオケのほうが好き
なので、「歌おう会」に参加するかどうか少し迷
っていました。しかし、山歩きやほかの交流会と
は少し違った新鮮さがありそうだと思い、参加し
てみることにしました。
　実際に参加してみて、良かったと思っています。
皆さんと一緒に歌えて楽しかったですし、年配の方しか知らない
ような懐かしい曲や、若い後輩たちの間で流行っている曲を知る
こともできました。また、歌う人それぞれのスタイルや雰囲気も
さまざまで、とても面白かったです。次回はスナックなど、また
違った雰囲気の場所で、皆さんと一緒に歌を楽しめたら嬉しいで
す。　　　　　　　　（賛助会員　　ライ・テイ・ジュエン）

「アジ風歌おう会」が発足！
　会員と学生やOBOG達と気軽に会話したり歌を歌ったりして親睦をはかることを目的に設立しました。
第１回目は５月 16日 ( 土 ) 午後に渋谷駅近くのジョイサンド渋谷店で正会員 10名とＩメイト会員５名の
合計 15名で開催しました。最初に、東京で生活を始めたド・フォン・アインさんからその印象や感想を
話してもらい、全員で質疑応答しました。
　その後、日本の歌の歴史を明治・大正から昭和・平成・令和と、どのように変化してきたかを幹事の林
から説明し、参加者が各 2曲ずつ熱唱しました。終了後は希望者で渋谷駅近くで夕食会をして、楽しく親睦を深めました。
	 	 	 	 	 	 　　　 （正会員　　林　孝男 )
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	 ７月 12日		 Ｉメイト交流オンライン交歓会
	 ７	月 25 日		 架け橋グループ 2024 組歓送会
	 ８月 29日		 歌おう会（ハーツ＆ハーツ）
	 ９～ 11月		 Ｉメイトマッチング　
	 ９月 20日		 総会・講演会（JICA 地球広場）
		　　	 	 能楽シテ方金春流八十世　金春安明氏
10 月 30日～ 11月 1日

　	 	 	 交流校訪問（清華大学）
11 月 14日		 西日本交流会　

　　　　　　 ・ ・ ・ 編　集　後　記 ・ ・ ・

　Ｉメイト便り　　　　　Ｉメイトって？ Internet, 愛 ,( 出 ) 会いのアイ

　アジ風は様々な活動を通して『多文化共生』での世界平和を目指しています。
　宇宙の誕生から、人間も自然の一員として現在に至っています。従って自然の営みを
人間の都合で勝手に作り変え乱す事は、自然界からは受け入れられない、ひいては人間
自身の生命・存在を脅かす事に成らざるを得ない・・と思います。
　古代日本には『縄文時代』が一万三千年前から一万年間続いていました。自然の中で
海や山からの豊かな恵みを、華麗な縄文土器で調理して楽しみ、争いの無い暮らしをし
ていました。
　自然との共生生活が平和で楽しく、豊かな暮らしを与えてくれるのでは・・・と、縄
文遺跡に囲まれた山深い、奥会津の 300 年を経た古民家での暮らしを、山菜・木の実な
どを採取して、地元の友人達と一緒に時々楽しんでいます。　　　　　   （山田　稔）

会話がはずんだ山歩き
　今回の山歩きで特に印象に残ったのは、参加者の皆さんとの
交流でした。歩きながら仕事や趣味、日本
での生活について話をすることができ、と
ても楽しい時間を過ごしました。休憩中に
はお菓子を分け合ったり、写真を撮ったり
して、会話が弾みました。
　山道では少し疲れる場面もありましたが、
皆さんと励まし合いながら歩いたおかげで
最後まで頑張ることができました。また、
山頂ではきれいな景色を見ることができ、
達成感も味わうことができました。
　日本でこのような山歩きの活動に参加す
るのはとても良い経験でした。自然を楽しみながら多くの人と
交流でき、有意義な一日になりました。また機会があれば参加
したいと思います。　　　　　　	 　　　　　　　　　　　　　 
                                       （賛助会員　　ダオ・ミン・アイン）

眺めを楽しむ多峯主（とうのす）山コース
　今回歩いた天覧山から多峯主山のコースは、標高 197m～ 271mの
低山歩きコースで、飯能市の市街地にも
近く、子供連れも多く見かけました。天
覧山の名前は、明治天皇がここから陸軍
の演習の指揮をされたことに由来すると
され、多峯主山は昔から霊山として崇め
られてきたとのことです。
　登山道は非常によく整備されていまし
たが、コンクリートや丸太の階段が多く、
前日の雨でぬかるみがあって滑りやすく、特に下り道は足下への注意
が怠れません。途中湿地もあり、河原や川沿いの岩伝いの道もあり、
変化の多いコースでした。
　当日は「降らず照らず」の歩きやすい天候に恵まれ、山上からの見
晴らしも良く、富士山は残念ながら雲に隠れて見えませんでしたが、
丹沢などの山々や下界の街の眺めを楽しめました。
	 	 	 　　　　　　　 （正会員　　井上　厳）


